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令和４年度別院中学校ブロック協議会 議事録要旨 

 

■日時 

令和５年３月７日（火）午後７：３０～午後８：４０ 

 

■会場 

別院中学校 ３階 多目的室 

 

■議事 

１ 開会 

 

２ 令和４年度の取組について 

 

３ 令和５年度の取組予定について 

 

４ 閉会 

 

■意見交換等発言内容 

 

座長 

（教育総務課長） 

 

 

 

 

 

 

座長 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

次第に沿い、令和４年度の取組の報告と令和５年度の取組予定について事務局

から説明いただきたい。 

 

＜事務局説明＞ 

・資料に基づき令和４年度の取組経過を説明するとともにスライドを使用して学

用品の取扱、スクールバスの試走会、交流事業について説明した。また、令和５年

度の教育環境の整備に向けた教員の加配要望などの現況について説明した。 

 

事務局からの説明について、何か質問・意見があればお願いしたい。 

 

スクールバスの試走会について、西回りルートの実施が一回だけの理由は何か。 

 

いずれのルートについても複数回の実施を設定して参加希望を募ったが、西回り

ルートの参加希望が一回の日時に集中したため、一回のみの実施となった。 

 

編入により南桑中学校の教員の定数は増えるのか。 

 

教員定数は増加しないが、編入にかかる加配教員を継続して配置してもらうよう

南丹教育局に要望しており、前向きに検討いただき、努力するという回答をいた

だいている 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

  

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

別院中学校の跡地活用について、東別院町には地域の人口を増やして別院中学

校をまた復活させたいという思いの人もいる。廃校は決定なのか。 

 

３月末で閉校し、制度上は学校施設ではなくなる。将来、人口が増えるなど状況

が変われば、その状況にあわせた学校の設置を考えなければならないと考える

が、閉校した施設を現状維持のために維持修繕し続けるということは難しく、施

設を有効利用しながら考えていくべき事項と考えている。 

 

特認校制度を利用している児童生徒は南桑中学校に入学・就学できるのか。 

 

可能であり、現に令和５年度の入学・就学についても進めている。また、通学時の

スクールバスの利用についても、保護者の一定の理解が得られたと考えている。 

 

跡地利用について、今後の活用方法の決定時期はいつ頃を考えているか。 

 

令和４年度は、生徒が学ぶ環境を整えるという点に注力してきた。令和５年度以

降に跡地の活用方法を検討していくことになるが、その決定時期等は未定であ

り、自治会と連携をとりながら進めていく考えである。 

 

学用品について、これまでに保護者から様々な意見があったが、例えば色が統一

されていれば製品は自由に選ぶことができるなど柔軟な対応はできないか。 

 

現在でも前の学校の物の利用は可としているところである。令和５年度について

は、現在案内している内容での対応となる。令和６年度以降のルールに関して

は、生徒の意見も聞きながら学校と市教育委員会で改めて検討していきたいと

考えている。 

 

学校としても保護者からの要望については、承知している。現在のところは別院

中学校で使用しているものであれば利用は可とすることとしている。子どもたち

の意見も聞きながらルールを検討していきたいと考えている。 

 

スクールバス運行時の安全確保（携帯電波や道路の拡幅など）は、どのように考

えているか。 

 

防災無線は使えることが確認できており各バスに常備する。携帯電波に関して

は、事業者へ要望しているが良い返事は得られていない。通学路交通安全プロ

グラムで警察等とも協議している。道路整備は京都府に要望している。安全に通

行できるようガードレールへの通学路表示を更新するなど、今後、注意喚起にも

努める考えである。 
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委員 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

座長 

 

東別院町などの関連自治会で整備促進協議会を立ち上げたので、早期の道路

の拡幅に向け土木事務所に要望していきたいと考えている。 

 

スクールバスについて、運転のスピードなども生徒の安全に影響すると考えるの

で、出発時間に余裕を持たせるなど安心して乗車できるよう配慮をお願いした

い。 

 

運行委託業者や運転手ともしっかりと調整していく。 

 

スクールバスの運行ルートを走行するダンプがゆっくりと走行するよう、亀岡市と

事業者が申し合わせをしてほしいと考えている。 

 

東別院町自治会が事業者（組合）と申し合わせをしているので、教育委員会とし

ても自治会の協力を得ながら申し合わせに向け取り組みたいと考えている。事業

者の車両だけが通行するのではないので、一般の方に向けた注意喚起もしっか

りとしていくために道路管理者とも引き続き協議していく考えである。 

 

現在の別院中学校のスクールバスのガレージはどうするのか。 

 

引き続き現車庫を使用し、これまでどおりバス運行の起点とすることを考えてい

る。 

 

地域の水道組合からはバスの洗車に水を多く使っては困るという声も聞いてい

るので、市教育委員会においてしっかりと調整してもらいたい。 

 

ご理解いただけるよう調整していく。 

 

意見も出尽くしたようなので以上で本日の会議を終了する。 

 


